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より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）
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　聖徳学園は、平成15年11月に
日本の教育機関では初めて品質
管理システムのISO9001および
環境管理システムのISO14001、
両国際規格の認証を同時取得
しました。
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四
月
一
日（
土
）、
平
成
二
十 

九
年
度
聖
徳
大
学
大
学
院
・
聖

徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
の
入
学
式
が
体
育
館
で
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
小

雨
の
中
で
し
た
が
、
正
門
で
は

満
開
の
サ
ク
ラ
が
新
入
生
を
出

迎
え
、
大
学
院
四
十
三
名
、
大

学
八
百
七
十
七
名
、
短
大
二
百 

八
十
九
名
、
計
千
二
百
九
名
の

晴
れ
や
か
な
顔
が
集
い
ま
し
た
。

　

学
長
告
辞
に
お
い
て
、
川
並

弘
純
学
長
は「
本
学
は
、
皆
さ

ん
の
限
り
な
い
可
能
性
を
引
き

出
せ
る
場
所
。
教
職
員
も
全
力

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
夢
を

叶
え
る
た
め
に
自
ら
主
体
的
に

行
動
し
、
本
学
の
教
育
環
境
・

設
備
を
存
分
に
活
用
し
て
ほ
し

い
」と
話
し
、「“The Future is 

yours!

”未
来
は
皆
さ
ん
の
た

め
に
あ
る
」と
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。
最
後
に
在
学
生
に
よ

る
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
行
わ
れ
、
会
場
は
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。　

平
成
二
十
九
年
四
月
、
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
徒
歩
五
分
の

と
こ
ろ
に
、
聖
徳
大
学
学
生
寮

「
相
模
台
寮
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
開
寮
に
先
立
ち
、
三
月

二
十
五
日（
土
）に
竣
工
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
ご

来
賓
を
お
迎
え
し
て
定
礎
式
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
落
慶
法
要
な

ど
が
行
わ
れ
、
開
寮
を
祝
い
ま

し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
川
並
知
子
名

誉
学
園
長
は
、「
食
事
の
提
供
や

安
全
面
な
ど
に
配
慮
し
た
素
晴

ら
し
い
寮
が
で
き
た
。
学
生
た

ち
に
は
多
く
の
仲
間
と
楽
し
い

寮
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
」と

話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
川
並
弘

純
理
事
長
・
学
園
長
は
新
寮
の

名
称
に
つ
い
て
、
か
つ
て
大
学

の
住
所
を「
相
模
台
」と
し
た
創

　

三
月
三
十
一
日（
金
）に
は
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
入
寮
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
最
初
に
川

並
弘
純
学
長
に
よ
り
、「
相
模
台

寮
」の
開
寮
宣
言
が
高
ら
か
に

発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
新
た

に
加
わ
る
新
入
寮
生
は
、
順
和

寮
二
十
七
名
、
香
風
寮
二
十
二

名
、
和
心
寮
十
四
名
、
相
模
台

寮
四
十
八
名
の
合
計
百
十
一
名
。

今
後
、
四
寮
体
制
で
学
生
生
活

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

相 模 台 寮  概要
 ・ 所在地： 千葉県松戸市岩瀬434‐4
 ・ 構　造： 地上3階・地下2階
 ・ 総定員： 60名（原則1人部屋）
 ・ 各部屋設備： Wi-Fi、机・椅子、クローゼット、冷蔵庫、冷暖房・ユニットバス（温水洗浄機能付）、
 ベッド
 ・ その他共有設備： 食堂、多目的室、楽器練習室、物干し場、アイロン室、冷暖房設備、
  コピー機、テレビ、製氷機、給湯器、貸自転車・電子レンジ、洗濯機（有料）、
  乾燥機（有料）、掃除機、ミシンなど。

● 楽器練習室は24時間使用可能　　● 防犯設備（防犯カメラ、赤外線など）も充実

立
者
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
、
名

称
を
残
し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら「
相
模
台
寮
」と
名
付
け
た
と

語
り
、「
防
犯
シ
ス
テ
ム
に
は
非

常
に
力
を
入
れ
た
。
こ
れ
か
ら

教
育
寮
と
し
て
最
大
限
に
活
用

し
て
ほ
し
い
」と
期
待
を
寄
せ

ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度

入
学
式

竣
工
式

三
月
二
十
五
日

入
寮
式

三
月
三
十
一
日

聖 徳 大学「相模台寮」が オープン

幼 稚 園 教 員 採 用 数

公立学校合格者

保育士採用数

全国１位

１39名

全国１位
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5
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20
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平
成
二
十
八
年
度
実
績

平
成
二
十
八
年
度
実
績

平
成
二
十
八
年
度
実
績

平
成
二
十
八
年
度
実
績

平
成
二
十
八
年
度
実
績

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
生
実
績

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
生
実
績

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
生
実
績

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
生
実
績

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
生
実
績

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
生
実
績

中
学
校
・
高
等
学
校
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

栄
養
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

養
護
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

特
別
支
援
学
校
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

小
学
校
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

公
立
幼
稚
園
教
員
合
格
者
数（
幼
保
一
括
採
用
含
む
）

公
立
保
育
士
合
格
者
数
（
幼
保
一
括
採
用
含
む
）

保
育
士
就
職
者
数

幼
稚
園
教
員
就
職
者
数

短
大
教
育
系
就
職
率

大
学
教
育
系
就
職
率

聖
徳
大
学
＆
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

教
員
合
格
者
速
報

  

教
育
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職
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６
４
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）

  

就
職
希
望
者
数
２
６
４
名

  

教
育
系
就
職
者
数
６
４
７
名

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

  

就
職
希
望
者
数
６
４
７
名

2008〜2018年版
AERA進学MOOK

「大学ランキング」より

通学過程のみ
既卒者含む

2008〜2018年版
AERA進学MOOK

「大学ランキング」より seitoku

　平成29年5月より、聖徳大学・聖徳大学短期大学部の
公式Twitterならびに公式Facebook の運用を開始し
ました。
　学生達の活躍、大学の取り組みなどを随時紹介してい
きたいと思いますので、ホームページと併せ、ぜひ、ご覧
ください。

《公式Twitter》
聖徳大学・聖徳大学短期大学部【公式】
@seitoku_gakuen
URL:https://twitter.com/seitoku_gakuen

また、受験生向けの《公式Twitter》も4月からスタート
していますので、こちらもよろしくお願いします。

聖徳大学・聖徳短大入学センター【公式】
@seitoku_univ
URL:https://twitter.com/seitoku_univ

《公式Facebook》
聖徳大学・聖徳大学短期大学部
@seitoku.university
URL:https://www.facebook.com/seitoku.university/

（大学名の後の「 」印は、Facebookより正式に認証を
　受けたことを示す「認証マーク」です）
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講演する和合亮一氏

1日でも早い復興を願って募金を集めました

福島県東京事務所へ募金を届ける
長江曜子先生（中央）、 山本まり子先生（右）

　

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期

大
学
部
お
よ
び
聖
徳
大
学
幼
児

教
育
専
門
学
校
は
、
港
区
教
育

委
員
会（
青
木
康
平
教
育
長
）と

三
者
に
よ
る
連
携
協
力
に
関
す

る
協
定
書
を
四
月
一
日
付
け
で

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
三
者
が
教
育

の
課
題
に
関
し
て
相
互
の
機
能

を
活
用
し
て
、
実
践
的
な
連
携

協
力
を
行
い
、
相
互
の
教
育
の

充
実
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

港
区
教
育
委
員
会
で
行
わ
れ

た
締
結
式
に
は
、
青
木
教
育
長
、

本
学
か
ら
川
並
弘
純
学
長
、
増

井
三
夫
副
学
長
、
幼
児
教
育
専

門
学
校
か
ら
川
並
順
校
長
ら
が

出
席
し
、
実
践
的
な
連
携
協
力

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
合

意
し
ま
し
た
。

　

挨
拶
の
中
で
川
並
学
長
は
、

「
こ
れ
を
機
に
、
本
学
の
学
生

に
も
港
区
の
教
育
内
容
を
意
識

さ
せ
る
教
育
を
行
い
、
視
野
を

大
き
く
広
げ
さ
せ
た
い
」と
考

え
を
示
し
ま
し
た
。
川
並
校
長

は
、「
地
域
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
幼
児
教
育
者
の
養
成
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
青

木
教
育
長
は
、「
互
い
の
知
恵
を

出
し
合
っ
て
素
晴
ら
し
い
形
の

連
携
を
作
り
上
げ
、
広
く
展
開

し
て
い
き
た
い
」と
意
欲
を
示

さ
れ
ま
し
た
。

川並順校長（左）、青木康平教育長（中）、川並弘純学長（右）

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
・
聖
徳
大
学
幼
児
教
育
専
門
学
校
は
、

港
区
教
育
委
員
会
と
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
を
締
結

　

聖
徳
大
学
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ

デ
ミ
ー（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
、
四
月
二
十 

二
日（
土
）聖
徳
大
学
川
並
香
順

記
念
講
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｏ
Ａ
会
員
、
地
域
の
皆
さ
ま

な
ど
約
千
二
百
人
が
来
場
し
ま

し
た
。セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
川

並
弘
純
学
長
、
長
江
曜
子
Ｓ
Ｏ

Ａ
校
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
公
開
講
演
は
、
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
作
家
の
林
望
氏
に
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
古
典
文
学
の

　

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
河
津
桜

も
美
し
く
咲
き
、
春
ら
し
い
天

候
に
恵
ま
れ
た
三
月
四
日（
土
）、

「
あ
の
日
を
忘
れ
な
い
～
東
日

本
大
震
災
～
」と
題
し
た
聖
徳

大
学
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー

活
き
活
き
と
し
た
世
界
」と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
、
古
典

と
い
う
一
見
難
し
そ
う
に
思
わ

れ
る
文
学
に
つ
い
て
、
わ
か
り

や
す
く
、
ま
た
面
白
く
、
そ
の

世
界
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う

な
お
話
を
い
た
だ
い
た
、
と
て

も
貴
重
な
講
演
で
し
た
。

　

第
二
部
の
音
楽
学
部
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
演
奏
学
科
山
田

昌
宏
准
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
の
も
と
、
音
楽
総
合
学
科
山

本
ま
り
子
教
授
の
ご
案
内
に
よ

り
、ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
な
林

望
氏
作
詩
の
歌
曲
を
は
じ
め
、

フ
ル
ー
ト
や
五
重
奏
曲
、パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
な
ど
、
と

て
も
華
や
か
な
演
目
で
し
た
。

　

今
回
も
今
年
度
の
ス
タ
ー
ト

に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
し
い
学
び

へ
の
期
待
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）主
催
の
震
災
復
興
企

画
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
百
五
十
名
以
上
を
数
え
、
会

場
と
な
っ
た
本
学
香
順
メ
デ
ィ

ア
ホ
ー
ル
は
超
満
員
と
な
り
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
本
学
児
童
学
部

教
授
の
長
江
曜
子
Ｓ
Ｏ
Ａ
校
長

が
挨
拶
し
、
続
い
て
、
文
学
科

の
重
里
徹
也
教
授
に
よ
り
今
回

の
講
師
、
詩
人
の
和
合
亮
一
氏

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
福
島
か
ら
言
葉
の
橋
を
か

け
た
い
～
震
災
か
ら
の
日
々
を

め
ぐ
っ
て
」と
い
う
テ
ー
マ
に

て
行
わ
れ
た
第
一
部
の
講
演
で
、

和
合
氏
は
、
震
災
当
時
の
福
島

の
様
子
や
震
災
後
の
福
島
の
今

を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

和
合
氏
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、メ
デ
ィ
ア

で
は
な
か
な
か
報
道
さ
れ
な
い
、

震
災
体
験
者
で
し
か
語
れ
な
い

お
話
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
詩
の
朗

読
で
は
、
心
の
こ
も
っ
た
和
合

氏
の
言
葉
が
印
象
的
で
、
改
め

て
言
葉
の
力
を
感
じ
る
講
演
と

な
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
音
楽
学
部
ミ
ニ
・

コ
ン
サ
ー
ト「
チ
カ
ラ
コ
ト
バ

～
鎮
魂
の
祈
り
、
復
興
へ
の
希

望
～
」で
は
、
聖
徳
女
声
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
が
出
演
し
、
和
合
亮

一
氏
の『
詩
の
礫
』を
も
と
に
作

曲
さ
れ
た『
つ
ぶ
て
ソ
ン
グ
』を

中
心
と
し
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
、

全
十
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
響
い
た
美
し
い
歌
声
は
、

希
望
に
溢
れ
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し

て
参
加
者
の
皆
様
か
ら
集
め
た

募
金
一
一
〇
、六
〇
五
円
は
、
後

日
、
福
島
県
東
京
事
務
所
へ
届

け
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
が

経
っ
た
今
、
ま
た
改
め
て
震
災

に
つ
い
て
思
い
起
こ
し
、
被
災

地
の
復
興
を
強
く
願
っ
た
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

林 望 氏

音楽学部ミニコンサートでの五重奏

聖徳女声アンサンブルによるミニ・コンサート

江口有隣警察庁長官官房広報室長（左）、 川並弘純聖徳大学長（右）

平
成
二
十
九
年
度 

Ｓ
Ｏ
Ａ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

ＳＯＡ震災復興企画を開催

作
家
林 

望 

氏
を
招
い
て

「あの日を忘れない
～東日本大震災～」

　

著
書『
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
と

の
付
き
合
い
方
～
民
族
音
楽
学

　

多
年
に
わ
た
り
警
察
音
楽
隊

研
修
会
を
通
じ
て
全
国
の
警
察

音
楽
隊
の
技
能
を
向
上
さ
せ
、

警
察
広
報
の
発
展
に
寄
与
し
た

と
し
、五
月
十
一
日（
木
）、警
察

庁
長
官
よ
り
聖
徳
大
学
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

の
拡
が
り
』（
左
右
社
）の
顕
著

な
業
績
に
よ
り
、四
月
二
十
二

日（
土
）、民
族
藝
術
学
会
か
ら

第
十
四
回
木
村
重
信
民
族
藝
術

学
会
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
音
楽
学
部

音
楽
総
合
学
科
　
教
授

徳
丸 

吉
彦 

先
生

第
十
四
回 

木
村
重
信
民
族
藝
術
学
会
賞

警察庁長官から
聖徳大学に感謝状授与
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五
月
二
十
一
日（
日
）、今
年

三
月
末
で
惜
し
ま
れ
な
が
ら
休

寮
と
な
っ
た「
聖
徳
大
学
富
士

見
寮
」（
松
戸
市
松
飛
台
）の
食

堂
を
会
場
と
し
て
、「
あ
り
が
と

う 

富
士
見
寮
」の
会
が
開
催
さ

れ
、卒
業
ま
た
は
在

学
中
の
旧
寮
生
を

は
じ
め
学
園
関
係

者
約
九
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
大
学

に
集
合
し
て
バ
ス

二
台
で
会
場
に
移

動
。
到
着
し
受
付

を
済
ま
す
と
、参
加

者
全
員
の
名
前
を

記
し
た
札
が
掛
か

る
、懐
か
し
い「
在

寮
・
外
出
表
示
板
」

が
用
意
さ
れ
て
お

り
、札
の
赤（
外
出
）

を
白（
在
寮
）に
裏

返
し
、記
念
撮
影
す
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

開
会
冒
頭
で
挨
拶
に
立
っ
た

川
並
弘
純
学
長
は
、「
こ
ん
に
ち

は
、そ
し
て
お
か
え
り
な
さ
い
」

と
歓
迎
の
言
葉
を
旧
寮
生
に
送

る
と
と
も
に
、寮
の
歴
史
を
振

返
り
、休
寮
ま
で
の
経
緯
を
話

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、旧
寮
生
二
名（
一
名
は

旧
富
士
見
寮
、一
名
は
新
富
士

見
寮
）が
寮
生
活
の
思
い
出
を

披
露
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
あ
っ
た
旧
富
士
見
寮
の
門

限
が
七
時
三
十
分
だ
っ
た
こ
と
、

寮
友
が
門
限
を
破
っ
た
ら
連
帯

責
任
で
皿
洗
い
を
し
た
こ
と
、

熱
を
出
し
た
時
に
寮
母
さ
ん
が

お
粥
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
優
し

く
さ
れ
た
こ
と
が
一
生
の
思
い

出
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

話
し
ま
し
た
。

　

懐
か
し
い
寮
友
や
寮
関
係
者

と
旧
交
を
温
め
、最
後
は
、学
生

寮
歌「
さ
が
み
の
丘
の
」（
富
士

見
寮
バ
ー
ジ
ョ
ン
）を
全
員
で

合
唱
し
、別
れ
を
惜
し
み
な
が

ら
閉
幕
し
ま
し
た
。

　
「
富
士
見
寮
」は
短
大
開
学
の

翌
年
に
あ
た
る
昭
和
四
十
一

（
一
九
六
六
）年
に
松
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
校
地
内
に
建
て
ら
れ
た
の

が
、
そ
の
名
の
始
ま
り
で
す
。

昭
和
五
十
五（
一
九
八
○
）年
、

現
在
の
地
に
新
た
に
落
成
後
、

三
十
七
年
に
わ
た
り
、本
学
の

学
生
寮
と
し
て
遠
方
か
ら
の
学

生
の
生
活
の
場
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、

老
朽
化
に
伴
い
休
寮
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
同
寮
に
代
わ

り
相
模
台
寮（
松
戸
市
岩
瀬
）が

オ
ー
プ
ン
し
て
本
学
の
四
寮
体

制
は
維
持
さ
れ
ま
す
が
、今
回
、

長
年
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
っ

た
寮
に
、関
係
者
が
揃
っ
て
感

謝
の
意
を
表
そ
う
と
し
て
企
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
あ
り
が
と
う 

富
士
見
寮
」の
会 

開
催

～
寮
生
の
み
な
さ
ん
お
帰
り
な
さ
い
～

　

人
間
栄
養
学
科
は
文
学
科
の

学
生
た
ち
と
共
に“
は
と
バ
ス
”

五
台
を
連
ね
て
、高
速
道
路
沿

い
の
満
開
の
桜
や
真
っ
白
い
富

士
山
を
見
な
が
ら
、富
士
箱
根

ラ
ン
ド
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

到
着
後
、午
後
の
学
科
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、学
部
長
よ
り“
大
学

の
学
び
と
は
何
か
”や“
四
年
間

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
”の
話
を
聞

い
た
後
、“
自
分
た
ち
は
大
学
で

何
を
し
た
い
の
か
”を
テ
ー
マ

と
し
て
、ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
ス

タ
イ
ル
で
ク
ラ
ス
を
超
え
た
仲

間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン

タ
イ
ム
を
も
ち
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
午
前
は
、キ
ャ
リ

ア
支
援
室
の
先
生
か
ら“
就
活

に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
”、次
い

で“
病
院
の
管
理
栄
養
士
”“
学

校
給
食
の
管
理
栄
養
士
”“
人
間

と
腸
内
細
菌
の
関
係
”と
各
先

生
方
の
専
門
の
経
験
に
基
づ
い

た
講
話
が
あ
り
、授
業
で
は
得

ら
れ
な
い
貴
重
な
体
験
と
楽
し

い
お
話
が
聞
け
た
と
思
い
ま
す
。

午
後
か
ら
は“
ど
ん
な
管
理
栄

養
士
に
な
り
た
い
か
”を
テ
ー

マ
に
Ｋ
Ｊ
法
に
よ
っ
て
グ
ル
ー

プ
で
意
見
交
換
後
、班
の
ま
と

め
を
全
員
の
前
で
一
分
間
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
限
ら

れ
た
時
間
で
意
見
を
ま
と
め
、

大
き
な
声
で
発
表
で
き
る
と
い

う
姿
に
、こ
れ
か
ら
の
学
生
生

活
を
楽
し
み
に
夢
を
も
っ
て
前

進
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
で

き
、頼
も
し
さ
も
感
じ
、教
員
と

し
て
安
心
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
芦
ノ
湖
の
遊
覧
船

は
、気
持
ち
の
良
い
風
に
あ
た

り
な
が
ら
大
は
し
ゃ
ぎ
で
楽
し

み
ま
し
た
。
最
後
に
箱
根
の
彫

刻
の
森
美
術
館
を
自
主
見
学
し

た
後
、無
事
に
帰
路
に
つ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
人
間
栄
養
学
科
教
授 

佐
々
木 

弘
子
）

Ｆ
Ｃ 

フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
キ
ャ
ン
プ

（
富
士
箱
根
ラ
ン
ド
）

人
間
栄
養
学
部
人
間
栄
養
学
科
一
年
生
　
百
四
十
二
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
率
教
員 

七
名

平
成
二
十
九
年
四
月
十
四
日（
金
）～

　
　
　
　
　
　
　
　

十
六
日（
日
）［
二
泊
三
日
］

　

聖
徳
大
学
と
新
京
成
電
鉄
と

の
コ
ラ
ボ
企
画
に
よ
る「
ス
プ

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
７
」

が
三
月
四
日（
土
）、
新
京
成
電

鉄
の
初
富
駅
前
の
鎌
ケ
谷
市
民

会
館
き
ら
り
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
春
開
催
と
し
て

は
、
三
回
目
の
コ
ラ
ボ
と
な
り

ま
す
。
新
京
成
電
鉄
の
車
両
の

中
吊
り
広
告
や
各
駅
で
の
ポ
ス

タ
ー
、チ
ラ
シ
の
宣
伝
効
果
も

あ
り
、
当
日
は
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
の
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
て

の
満
員
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
音
楽
学
部
演
奏
学

科
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
ー
ス
、
同
学

科
声
楽
・
オ
ペ
ラ
コ
ー
ス
、
音

楽
総
合
学
科
音
楽
指
導
コ
ー
ス

の
学
生
と
卒
業
生
、
教
員
の
出

演
に
よ
り
、ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

シ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
コ
ン
サ

ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。「
赤
毛
の

ア
ン
」「
星
の
王
子
様
」「
回
転
木

馬
」「
ス
ィ
ー
ト
チ
ャ
リ
テ
ィ
」

「
リ
ト
ル
シ
ョ
ッ
プ
オ
ブ
ホ
ラ

ー
ズ
」「
メ
リ
ー
ポ
ピ
ン
ズ
」な

ど
の
有
名
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
か

ら
全
十
曲
を
ソ
ロ
や
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、コ
ー
ラ
ス
で
の
歌
声
と
、

お
芝
居
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
交
え

て
の
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
出
演
者
が
お
客
さ

ま
と
一
緒
に
歌
っ
て
踊
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。
お
客
さ

ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
や
声

援
を
い
た
だ
き
、
出
演
者
の
熱

演
に
よ
り
と
て
も
盛
り
上
が
っ

た
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
コ
ラ
ボ
企
画
は
今
後
も
継

続
し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

三
月
十
五
日（
水
）、
聖
徳
大

学
看
護
学
部
で
は
、
教
員
が
作

成
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の
シ
ナ

リ
オ
を
用
い
て
、シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
試

演
す
る
学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

看
護
学
部
で
は
、
学
部
開
設

以
来
、ハ
ワ
イ
大
学
で
研
修
を

修
了
し
た
教
員
を
中
心
に
、シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

次
な
る
段
階
と
し
て
、
平
成

二
十
八
年
度
教
育
改
革
推
進
特

別
経
費
を
活
用
し
、「
効
果
的
な

学
内
演
習
を
支
援
す
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

構
築
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
用
い
る
シ
ナ
リ
オ
作
成

に
関
す
る
学
習
会
、デ
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
経
て
、
全
教
員
が
実
際
に
シ

ナ
リ
オ
を
作
成
し
、
今
回
の
試

演
に
至
り
ま
し
た
。

　

試
演
で
は
、
教
員
が
、
教
員

役
・
学
生
役（
看
護
師
役
、
観
察

者
役
）に
分
か
れ
、実
際
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
流
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。
学

生
の
立
場
と
な
り
、
学
生
の
緊

張
感
や
戸
惑
い
を
体
感
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
教
員
と
し
て
必

要
な
ス
キ
ル
を
再
確
認
で
き
た

こ
と
は
、
教
育
の
質
を
高
め
る

こ
と
に
繋
が
る
も
の
で
す
。
質

疑
応
答
で
も
活
発
な
意
見
交
換

が
さ
れ
、
学
生
の
学
習
意
欲
を

高
め
、
状
況
判
断
力
を
育
成
で

き
る
よ
う
、
効
果
的
に
実
践
し

て
い
く
決
意
を
新
た
に
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学
習
会 

開
催

　

看
護
学
部
Ｆ
Ｄ

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
７

　

聖
徳
大
学
×
新
京
成
電
鉄
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山梨県・愛知県・岐阜県・静岡県・三重県

長野県・新潟県・富山県・石川県・福井県

茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県

福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・大分県・宮崎県・鹿児島県・沖縄県

北海道・青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県

千葉県・東京都・神奈川県

大阪府・兵庫県・京都府・滋賀県・奈良県・和歌山県・岡山県・広島県・鳥取県・島根県・山口県・徳島県・香川県・愛媛県・高知県

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

聖
徳
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ　
開
催

　

四
月
二
十
二
日（
土
）、
専
門

学
校
で
は「
聖
徳
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
デ
イ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
新
入
生
が
在

校
生
や
先
生
方
と
の
親
睦
を
深

め
、
さ
ら
に
は
今
後
、
本
校
の

学
生
と
し
て
学
ん
で
い
く
上
で
、

学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
重

点
を
置
き
、
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
気

持
ち
の
よ
い
春
の
日
差
し
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
九

時
十
五
分
か
ら
六
階
の
ホ
ー
ル

に
全
員
集
合
し
て
開
会
式
を
行

い
、
川
並
順
校
長
よ
り
、
本
校

学
生
と
し
て
今
後
過
ご
し
て
い

く
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、ク
ラ
ス
役
員

の
任
命
式
を
行
い
、
い
よ
い
よ

新
年
度
が
開
始
し
た
と
感
じ
る

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
後
、
学
生
は
学
年
ご

と
に
各
教
室
に
分
か
れ
、
午
前

の
部
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
午

前
の
部
で
は
、「
本
校
に
お
け
る

履
修
科
目
の
内
容
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
学
び
の
過
程
を
理
解
す

る
」と
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
今
後

ど
の
よ
う
に
本
校
で
学
ん
で
い

く
の
か
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
新
入
生
は

「
学
び
の
意
欲
を
高
め
な
が
ら

親
睦
を
深
め
る
と
共
に
目
指
す

保
育
者
像
を
も
つ
」こ
と
、
二
、

三
年
生
は
、「
自
分
た
ち
の
成
長

を
活
か
し
、
先
輩
と
し
て
新
入

生
を
サ
ポ
ー
ト
し
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
す
る
」こ
と
を
目

標
に
し
て
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

例
年
実
施
し
て
い
る
異
学
年

交
流
会
で
は
、
新
入
生
は
先
輩

学
生
か
ら
の
学
校
生
活
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が

ら
、
絆
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
内
を
先
輩
学
生

か
ら
案
内
し
て
も
ら
う「
ス
ク
ー

ル
ツ
ア
ー
」、
最
後
の
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
、
危
機
管
理
の
意
識
を

高
め
る
た
め
、「
防
災
訓
練
」を

実
施
し
ま
し
た
。
防
災
訓
練
で

は
、
新
入
生
に
と
っ
て
初
め
て

の
訓
練
に
も
関
わ
ら
ず
、
速
や

か
な
避
難
行
動
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
聖
徳
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

デ
イ
は
、
平
成
二
十
九
年
度
入

学
式
後
、
学
内
で
行
う
最
初
の

大
き
な
行
事
で
す
。
学
生
た
ち

は
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
学
び

や
交
流
を
通
し
て
、
幼
児
教
育

者
・
保
育
者
に
な
る
と
い
う
気

持
ち
を
改
め
て
強
く
持
つ
こ
と

が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の

学
校
生
活
に
存
分
に
活
か
し
、

素
敵
な
教
育
者
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

二
月
十
八
日（
土
）、本
学
十

号
館
で「
睡
眠
、生
活
リ
ズ
ム
と

子
ど
も
の
健
康
～
早
起
き
、早
寝
、

朝
ご
は
ん
～
」を
テ
ー
マ
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
学
で
は
建
学
の
精
神
で
あ
る

「
和
」に
基
づ
い
て
、「
早
寝
早
起

き
朝
ご
は
ん
」と
い
う
基
本
的

な
生
活
習
慣
の
育
成
に
全
学
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、そ
の

根
本
と
な
る
睡
眠
の
大
事
さ
に

つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
取
り

上
げ
る
の
は
初
め
て
で
し
た
。

　

相
良
順
子
児
童
学
研
究

科
長
補
佐
の
挨
拶
の
後
、

「
睡
眠
の
不
思
議
～
最
新

の
研
究
か
ら
～
」と
題
し

て
名
古
屋
市
立
大
学
の
粂

和
彦
教
授
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。「
日
本
人
の
睡
眠

の
真
実
」「
睡
眠
の
基
本
」

「
睡
眠
と
記
憶
な
ど
の
生

理
機
能
の
関
係
～
寝
る
子

は
賢
く
な
る
か
？
」「
最
新

の
睡
眠
研
究
の
話
題
」に
つ
い

て
、さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
基

に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、粂
先
生
が
時
計
遺
伝

子
の
研
究
に
用
い
て
い
る「
眠

ら
な
い
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ

（fum
in

）」の
動
画
が
紹
介
さ

れ
、会
場
の
関
心
を
集
め
ま
し

た
。

　

二
番
目
に
、「
早
起
き
さ
え
す

れ
ば
い
い
! ?
そ
れ
は
間
違
い

で
す
」と
題
し
て
東
京
ベ
イ
・
浦

安
市
川
医
療
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ

（
管
理
者
）の
神
山
潤
先
生
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。「
子
ど
も
に

眠
り
は
大
切
で
す
か
？
」「
な
ぜ

で
す
か
？
」「
大
人
に
眠
り
は
大

切
で
す
か
？
」「
あ
な
た
は
眠
り

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
？
」

と
い
う
お
話
を
、眠
気
を
吹
き

飛
ば
す
語
り
口
で
な
さ
り
、

「（
日
本
が
）睡
眠
軽
視
社

会
か
ら
睡
眠
重
視
社
会
」

に
変
わ
る
べ
き
こ
と
を
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
番
目
に
、「
上
手
な
昼

寝
の
す
す
め
」と
題
し
て

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
の
太
田
英
伸

先
生
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

早
産
児（
未
熟
児
）の
環
境

に
昼
夜
リ
ズ
ム
を
作
る
こ

と
で
発
育
発
達
が
よ
く

な
る
こ
と
、母
乳
中
の

メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い
う
睡

眠
に
影
響
を
与
え
る
物

質
の
こ
と
や
乳
幼
児
の

昼
寝
と
夜
寝
の
長
さ
の

関
係
な
ど
、ご
自
身
の

研
究
も
含
め
た
説
得
力

の
あ
る
お
話
は
、会
場

に
来
ら
れ
て
い
た
保
育

士
等
の
皆
さ
ん
の
参
考

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
か
ら「
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針
二
○

一
四
」が
出
さ
れ
、睡
眠
に
つ
い

て
の
関
心
が
高
ま
る
中
、シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
は
多
く
の
参
加
者

が
あ
り
、充
実
し
た
質
疑
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所
主
催

第
十
一
回 

子
ど
も
の
発
達
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
睡
眠
、生
活
リ
ズ
ム
と
子
ど
も
の
健
康

～
早
起
き
、早
寝
、朝
ご
は
ん
～
」粂和彦先生

神山潤先生

太田英伸先生

平成29年度 香和会 行事予定表（開催日順） 

聖朋会　行事予定表
〈問い合わせ〉  聖徳大学 香和会  TEL/FAX：047-366 - 5084   E-mail：kouwakai@seitoku.ac.jp

日（日）

日（日）

日（日）

日（土）

日（土）

日（日）

日（土）

日（日）

受付／11：30〜
開会／12：00－14：30

受付／11：30〜
開会／12：00－14：30

受付／13：00〜
開会／13：30－15：30

受付／17：30〜
開会／18：00－20：00

受付／11：30〜
開会／12：00－14：00

受付／12：30〜
開会／13：00－15：00

受付／11：30〜
開会／12：00－14：00

受付／11：30〜
開会／12：00－14：00

甲州・中部・東海支部

北陸・上信越支部

北関東支部 ※後援会と同日開催

九州・沖縄支部 ※後援会の前日開催

北海道・東北支部

南関東支部 ※後援会と同日開催

近畿・中国・四国支部

第50回 香和会
設立50周年記念

総会・祝賀会

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

場所  静岡県 沼津市　ホテル沼津キャッスル

場所  石川県 金沢市　ホテル金沢

場所  聖徳大学10号館14階「スカイラウンジ・ローカス」

場所  沖縄県 那覇市　沖縄かりゆしアーバンリゾート・ナハ8階「Sea,s」（シーズ）

場所  岩手県 平泉町 平泉ホテル「武蔵坊」

※見学ツアー／「中尊寺」見学 14:30－16:00 　※送迎バス／ 行き  一関駅東口11:00発  行き  一関駅東口16:30着

場所  聖徳大学10号館14階「スカイラウンジ・ローカス」

場所  大阪府 大阪市　ホテル阪急インターナショナル2階 中華料理「春蘭門」  

場所  東京都 千代田区
帝国ホテル東京 本館2階

「孔雀の間（西）」

〈設立20周年記念〉

〈設立20周年記念〉

9

10

10

10

11

11

12

7

3

8

15

28

4

26

9

23

月

月

月

月

月

月

月

月

●日時：6月24日（土） 　総会／14：30―
●場所：取手聖徳女子中学校・高等学校 会議室

陸上競技部は創部7年目を向かえ、
この春に5人の新入部員を迎えました。

総勢15名で平成29年度の
スタートを切りました。

　陸上競技部は創部7年目を向かえ、この春に5人の新
入部員を迎えました。総勢15名で平成29年度のスター
トを切りました。
　その新入部員が入部してきた頃だったでしょうか、ラ
ンニングコースの傍らに日日草の種を蒔きました。

 この種は  花咲く娘  日々走
（にちにちそう）

　日日草の花言葉は「生涯の友
情」だそうです。この5名の選
手たちが、この学び舎で生涯の
友情を育みそれぞれの花を咲
かせることを願ってやみませ
ん。
　走る姿をみかけた際には、

「頑張れー！」と一声かけてい
ただければ幸いに存じます。

詳細は聖徳大学陸上競技部HP
URL：http://www4.hp-ez.com/hp/seitokuriku/page6

監督の部屋聖徳大学陸上競技部 ◯22

5/21皇居駅伝  １年生リレー
藤崎（人間栄養学部）

⇒宇津木（短大・保育科）

前列が新入部員　左から 梅田（文学部）、 堀口（人間栄養学部）、 
 宇津木（短期大学部）、 増田（児童学部）、 
 藤崎（人間栄養学部）
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●
取
引
業
者
関
係

四
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

有
限
会
社
セ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

様

 

（
一
〇
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
〇
、〇
〇
〇
円

一
般
財
団
法
人

中
小
企
業
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
士
箱
根
ラ
ン
ド

　

理
事
長   

若
原　

慎
祐　

様

三
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
川
湯
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

　

代
表
取
締
役　

榎
本　

克
己　

様

四
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
創
美
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

　

代
表
取
締
役　

山
形　

晴
樹　

様

 

（
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

花
喜
園

　

代
表　

花
木　

常
明　

様

 

（
四
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
丸
協

　

代
表
取
締
役　

新
堀　

信
永　

様

 

（
一
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス

　

代
表
取
締
役　

髙
橋　

栄
二　

様

 

（
二
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
大
学
後
援
会
関
係

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

佐
々
木　

仁 

様（
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

原
田　

正
夫 

様（
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

柴
田　

久
司 

様

五
、〇
〇
〇
円

　

福
永　

智
史 

様（
一
五
、〇
〇
〇
円
）

●
香
和
会
関
係

六
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
香
和
会　

様

（
九
八
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

岡
林　

雅
代 

様（
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

韓　

暁
娟 

様（
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
聖
和
会
関
係

九
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
聖
和
会　

様

（
五
〇
、九
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

石
澤　

幸
子 

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

中
山　

哲
哉 

様（
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

『
東
京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
』

 
寄
付
者
芳
名
一
覧 　

 

平
成
二
十
九
年
三
月
～
四
月
ご
寄
付
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

後
藤　

律
子 

様

●
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

五
、〇
〇
〇
円

　

反
町　

満
美 

様（
一
五
、〇
〇
〇
円
）

●
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

五
、〇
〇
〇
円

　

飯
野　

高
史 

様（
一
五
、〇
〇
〇
円
）

●
附
属
小
学
校
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

細
野　

由
樹 

様

五
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
畑　

一
義 
様

●
附
属
第
二
幼
稚
園
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

長
瀬　

能
清 

様

●
三
田
幼
稚
園
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
父
母
の
会　
様

（
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
五
、〇
〇
〇
円

　

呉　

昭
毅 

様（
三
五
、〇
〇
〇
円
）

●
八
王
子
中
央
幼
稚
園
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園
父
母
の
会　
様

（
九
四
四
、三
二
六
円
）

●
多
摩
中
央
幼
稚
園
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園
父
母
の
会　
様

（
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
法
人
役
員
関
係

四
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

弘
純 

様（一
、五
〇
五
、〇
〇
〇
円
）

●
教
職
員
関
係

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

山
川　

智
恵
子 

様（一
、二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

妙
子 

様（
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

順 

様（
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

川
並　

麻
里 

様（
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

岡
林　

雅
代 

様（
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
、〇
〇
〇
円

　

前
野　

洋
子 

様

三
、〇
〇
〇
円

　

鈴
木　

正
和 

様（
九
三
、〇
〇
〇
円
）

●
そ
の
他

六
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

菱
山　

房
子 

様（
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

髙
橋　

英
雄 

様（一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

（
六
四
五
、〇
〇
〇
円
）

 

匿
名
希
望
者
合
計

※（　

）内
は
累
計
額

　

合
計　

九
三
件

五
五
、五
五
一
、五
九
九
円

　

累
計　

三
、三
二
四
件

七
六
〇
、三
八
一
、三
九
一
円

　

高
校
二
年
生
の
十
五
名
が

「
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
」に
参
加
し

ま
し
た
。
公
益
社
団
法
人
ジ
ュ

ニ
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
の「
子
ど

も
た
ち
が『
社
会
の
し
く
み
や

経
済
の
働
き
』を
正
し
く
理
解

し
、
自
分
の
確
た
る
意
志
で
進

路
選
択
・
将
来
設
計
が
行
え
る

よ
う
、
基
本
的
資
質（
主
体
的

に
社
会
で
自
立
で
き
る
力
）を

育
む
た
め
の
支
援
を
提
供
す

る
」と
い
う
理
念
の
も
と
に
行

わ
れ
る
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
で
す
。

　

生
徒
一
人
が
企
業
の
社
員
一

人
に
、
数
時
間
シ
ャ
ド
ウ（
影
）

の
ご
と
く
つ
い
て
ま
わ
り
、
社

員
が
仕
事
を
す
る
姿
を
通
し
て

会
議
の
熱
気
や
緊
張
感
を
感
じ
、

一
部
の
仕
事
も
手
伝
い
な
が
ら
、

仕
事
の
厳
し
さ
を
肌
身
で
体
験

し
ま
す
。「
仕
事
に
打
ち
込
む
人

の
姿
」を
身
近
で
観
察
す
る
機

会
を
得
て
、
や
が
て
訪
れ
る
進

路
選
択
・
将
来
設
計
・
職
業
選
択

　「
私
は
セ
ー
ル
ス
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
い
う
お
仕
事
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

営
業
職
と
い
う
お
仕
事
は
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
お
仕
事

は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
営
業

の
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
効
率
的

に
物
事
が
進
む
よ
う
に
す
る
お

仕
事
だ
と
聞
い
て
、
仕
事
を
助

け
る
仕
事
と
い
う
の
が
あ
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
相

手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
点

で
は
、
相
手
が
何
を
言
っ
て
い

て
、
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の

か
を
瞬
時
に
判
断
し
応
答
さ
れ

て
い
て
、
相
手
の
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
、
想
像
力
を
働
か
せ
る

に
資
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

二
日
間
の
学
校
で
の
事
前

学
習
の
後
、
三
月
十
日（
金
）、

F
edE

x

幕
張
オ
フ
ィ
ス
に
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
生
徒
の
感
想
を
紹
介

し
ま
す
。

必
要
が
あ
る
の
だ
と
わ
か
り
ま

し
た
。

　
座
談
会
で
は
、
今
の
自
分
に
、

将
来
の
自
分
に
と
っ
て
、
と
て

も
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
私
は
部
活
の
部
長
と

い
う
立
場
な
の
で
、
部
員
の
意

見
を
ま
と
め
た
り
、
意
見
を
出

し
た
り
す
る
時
に
、
優
柔
不
断

な
の
で
、
は
っ
き
り
と
意
見
を

出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

部
員
に
指
示
が
回
せ
ら
れ
ず
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
で
も
今

回
、『
リ
ー
ダ
ー
と
は
』と
い
う

お
話
や
、
会
社
に
必
要
な
人
材

の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
す
べ
て
の
お
話
に
共
通
し

て
い
る
の
が
、
決
し
て
一
人
で

は
な
に
も
回
ら
な
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の

言
い
た
い
こ
と
、
伝
え
た
い
こ

と
を
す
べ
て
の
人
が
理
解
で
き

る
よ
う
に
自
分
の
中
で
考
え
、

そ
し
て
み
ん
な
で
助
け
合
い
、

支
え
合
い
な
が
ら
物
事
を
進
め

る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
チ
ー
ム

に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。」

　

三
月
二
十
七
日（
月
）

か
ら
長
野
県
野
沢
温
泉

ス
キ
ー
場
で「
第
三
十
一
回

千
葉
県
高
等
学
校
新
人

ス
キ
ー
大
会 

兼 

千
葉
県

中
学
校
春
季
ス
キ
ー
大

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｓ（
大
回
転
）競
技
で
深

山
笑
里
さ
ん（
高
二
）が
優
勝
、

中
学
校
の
部
で
秋
田
彩
夏
さ
ん

（
中
二
）が
三
位
、
Ｓ
Ｌ（
回
転
）

競
技
で
深
山
さ
ん
が
二
位
、
田

中
萌
花
さ
ん（
高
二
）が
四
位
、

中
学
校
の
部
で
秋
田
さ
ん
が
三

位
に
入
賞
し
、
学
校
対
抗
総
合

で
本
校
が
二
位
と
な
り
ま
し
た
。

（
学
年
は

平
成
二
十
八
年
度
の
も
の
）

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

県
ス
キ
ー
大
会
で
Ｇ
Ｓ
競
技
優
勝

学
校
対
抗
総
合
で
二
位
の
快
挙

ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
に
参
加
し
て（左）深山笑里さん   （右）秋田彩夏さん

（中）田中萌花さん

　

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
前
、「
セ
イ
ト

ク
ド
リ
」と
言
う
名
の
彫
刻
が
目
印
の
階

段
を
の
ぼ
る
と
、
聖
徳
学
園
川
並
香
順
記

念
講
堂
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
講
堂
で
は
、

「
聖
徳
学
園
シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」と

呼
ば
れ
る
年
間
約
三
○
公
演
の
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な

ど
公
演
内
容
は
多
彩
で
、
聖
徳
に
集
う
学

生
は
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
鑑
賞
が
、
授
業

の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
聖
徳

学
園
独
自
の
教
育
活
動
で
す
。
講
堂
で
は
、

演
目
の
異
な
る
公
演
を
行
う
た
め
、
日
々

の
整
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
舞
台
の
状

態
・
音
響
・
照
明
・
空
調
の
調
整
か
ら
、
舞

台
に
設
置
さ
れ
て
い
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
の
維
持
な
ど
、
些
細
な
も
の
か
ら
大
規

模
な
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
毎
日

の
整
備
の
積
み
重
ね
が
、

人
を
感
動
さ
せ
る
舞
台

芸
術
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

学
生
達
は
、
こ
こ
で

ふ
れ
る
音
楽
・
舞
台
を

通
じ
て
、
そ
の
芸
術
を

生
み
出
し
た
民
族
や
国

の
歴
史
、
文
化
を
学
び

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
他

国
を
理
解
す
る
だ
け
で

な
く
、
能
や
歌
舞
伎
、

文
楽
、
落
語
と
い
っ
た

日
本
の
古
典
芸
能
を
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、

自
国
の
文
化
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
、

真
の
国
際
性
を
身
に
つ
け
る
機
会
と
し

て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
は
、
こ
の
よ
う
な

学
習
環
境
の
整
備
・
維
持
に
活
用
し
て
お

り
ま
す
。
一
九
八
一
年
に
第
一
回
目
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
公
演
さ
れ
て
か
ら
、
今
月
六

月
二
九
日（
木
）の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を

も
っ
て
一
七
〇
〇
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今

日
ま
で
の
一
公
演
一
公
演
の
積
み
重
ね
は
、

皆
様
方
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
で「
学
園
創
立
八
〇
周
年
記
念

事
業
募
金
」は
受
付
期
間
最
後
の
年
と
な

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
舞
台
裏
♪

募
金
だ
よ
り

■ご寄付のお申し込みについて■
　お電話またはホームページからお申
込みください。募金係より募金趣意書、
払込用紙をお送りいたします。

■お問い合わせ先■
東京聖徳学園創立80周年記念事業募金係
TEL． 047-365-1111（代）

ホームページアドレス
http ://www.seitoku. jp/bokin/ 検 索 ▲

聖徳 募金

（注）公開をご希望されない方については、掲載
しておりません。コンビニエンスストアよりお振込
みされた方は、匿名の取り扱いにさせていた
だいております。ご芳名の掲載を希望される方は、
お手数ですが創立80周年記念事業募金係まで
ご連絡ください。

平成29年3月1日から4月30日までの
ご寄付分を掲載しております。
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お
米
を
育
て
よ
う
！

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

　

五
月
に
な
る
と
田
植
え
の
季

節
。
聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚

園
の
園
児
た
ち
も
環
境
教
育
の

一
環
と
し
て
毎
年
、
田
植
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
浦
安
に
は
近
隣
に
田
ん
ぼ

が
な
い
の
で
浦
安
幼
稚
園
で
田

ん
ぼ
を
作
り
ま
す
。
十
年
来
、附

属
の
四
つ
の
幼
稚
園
と
附
属
小

学
校
の
畑
や
植
物
の
お
世
話
を

お
願
い
し
て
い
る
元
農
業
学
校

教
員
の
古
畑
久
雄
さ
ん
指
導
の

下
、
教
員
た
ち
が
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
四
十
五
ℓ
の
漬
物
樽
を

利
用
し
て
田
ん
ぼ
を
作
り
ま
す
。

本
当
の
田
ん
ぼ
と
同
じ
よ
う
に

土
か
ら
作
り
ま
す
。

　

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
上
に
昨
年

の
田
ん
ぼ
の
土
を
広
げ
、
乾
い

て
塊
に
な
っ
た
土
を
砕
き
ま
す
。

し
か
し
、
か
な
り
固
い
の
で
力

が
要
り
ま
す
。

　

次
に「
代
搔
き
」。
桶
の
中
に

水
を
張
っ
て
、
砕
い
た
土
を
入

れ
、
肘
ま
で
手
を
入
れ
て
土
を

こ
ね
て
、
水
を
張
り
、
土
が
落

ち
着
く
ま
で
三
～
四
日
待
っ
て

田
ん
ぼ
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

田
植
え
は
園
児
一
人
ひ
と
り

が
行
い
ま
す
。
古
畑
さ
ん
が
準

備
し
て
く
れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗

を
育
苗
箱
か
ら
二
～
三
本
取
り
、

親
指
・
人
差
し
指
・
中
指
の
三
本

で
根
元
を
つ
ま
ん
で
田
植
え
を

し
ま
す
。
砂
場
で
遊
ぶ
事
が
好

き
な
園
児
も
、
い
つ
も
と
違
っ
た

田
ん
ぼ
の
土
の
感
触
に「
や
わ

ら
か
い
ね
」「
ド
ロ
ド
ロ
だ
！
」

等
と
、
感
じ
た
こ
と
を
言
葉
や

表
情
で
表
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
入
園
児
の
中
に
は
、
初
め

て
の
こ
と
に
見
て
い
る
だ
け
、

手
が
汚
れ
る
か
ら
嫌
が
る
園
児

も
い
ま
し
た
が
、
担
任
が
手
を

添
え
て
一
緒
に
土
の
中
に
苗
を

植
え
る
と
不
安
が
取
り
除
か
れ

て「
も
う
一
回
や
る
」と
次
は
自

分
で
植
え
る
園
児
も
い
ま
し
た
。

こ
と
ば
で
言
う
よ
り
も
、
ま
ず

は
体
験
す
る
こ
と
が
一
番
大
切

な
こ
と
に
改
め
て
気
が
つ
き
ま

す
。
秋
の
収
穫
ま
で
、
水
や
り
・

雑
草
抜
き
等
の
世
話
を
し
な
が

ら
自
分
た
ち
の
お
米
を
育
て
て

い
き
ま
す
。

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

　

木
々
の
緑
が
鮮
や
か
に
な
る

五
月
、
年
長
組
は
、「
は
と
バ
ス
」

に
乗
っ
て【
府
中
市
郷
土
の
森
】

へ
、
年
中
・
年
少
組
は
、
親
子
で

【
新
宿
御
苑
】へ
行
き
ま
す
。
年

長
組
は
初
め
て
み
ん
な
で
一
緒

に
乗
る「
は
と
バ
ス
」に
大
喜
び

し
、
園
バ
ス
と
は
ま
た
違
う
眺

め
に
興
奮
し
な
が
ら
向
か
い
ま

す
。【
府
中
市
郷
土
の
森
】で
は
、

広
場
で
集
団
あ
そ
び
を
し
た
り
、

茅
葺
き
屋
根
の
家
の
見
学
で
は

「
こ
れ
は
餅
つ
き
の
時
に
使
う

臼
だ
」「“
お
か
っ
て
”っ
て
ど
う

い
う
意
味
？
」と
今
の
家
と
の
違

い
を
見
つ
け
た
り
、
竹
林
の
中

に
生
え
て
い
る
竹
の
子
を
発
見

し
た
り
、
梅
林
に
た
く
さ
ん
落

ち
て
い
る
梅
の
実
を
拾
っ
て
大

事
そ
う
に
持
ち
帰
り
ま
す
。
県

木
園
と
い
っ
て
四
十
七
都
道
府

県
の
木
が
あ
り
、
自
分
の
祖
父

母
の
県
の
木
や
、
面
白
い
葉
っ
ぱ

の
木
を
見
つ
け
た
り
し
て
、
散

策
を
楽
し
み
、
大
満
足
の
一
日

を
過
ご
し
ま
す
。

　

ま
た
年
中
・
年
少
組
は
、ク
ラ

ス
の
親
睦
を
深
め
る
と
い
う
ね

ら
い
の
も
と
、
芝
生
の
上
で
寝

転
が
っ
て
芝
生
の
心
地
よ
さ
を

感
じ
た
り
、
年
少
組
は【
む
っ
く

り
く
ま
さ
ん
】、
年
中
組
は【
も

り
の
こ
み
ち
】の
集
団
あ
そ
び

を
し
た
り
、
苑
内
を
散
策
し
た
り

し
ま
し
た
。
お
弁
当
を
食
べ
る

頃
に
は
笑
い
声
と
た
く
さ
ん
の

会
話
で
盛
り
上
が
り
、
今
ま
で

以
上
に
友
達
と
の
関
わ
り
が
広

が
り
、「
〇
〇
ち
ゃ
ん
明
日
ね
」

「
〇
〇
く
ん
の
お
母
さ
ん
、
さ
よ

う
な
ら
」と
い
う
や
り
と
り
が

増
え
ま
す
。
子
ど
も
達
だ
け
で

な
く
、
保
護
者
の
方
に
と
っ
て

も
楽
し
い
幼
稚
園
生
活
と
な
る

よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

嬉
し
い
・
楽
し
い

春
の
遠
足

　

四
月
三
日（
月
）、
ち
ら
ほ
ら

と
桜
の
花
が
咲
き
始
め
、
陽
春

を
感
じ
ら
れ
る
日
和
の
中
、
中

学
校
第
三
十
四
回
、
高
等
学
校

第
三
十
五
回
の
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
、
中
学
生
二
十
三
名
、
高

校
生
七
十
七
名
の
新
入
生
が
本

校
に
入
学
し
ま
し
た
。
新
し
い

制
服
に
身
を
包
み
、
緊
張
の
な

か
に
も
、
晴
れ
や
か
な
表
情
で

こ
の
日
を
迎
え
た
生
徒
た
ち
は
、

希
望
で
大
き
く
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

学
園
長
先
生
の
告
辞
、

校
長
先
生
の
式
辞
で
は
、

聖
徳
教
育
の
柱
で
あ
る

「
知
育
」「
礼
節
」「
勤
労
」

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
ご
来
賓

の
方
々
か
ら
の
お
祝
い
や

激
励
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
、
笑
顔
で
お
礼
を
言

う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

代
表
生
徒
に
よ
る
宣

誓
が
行
わ
れ
、
校
長
先
生

か
ら
校
章
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
宣
誓
は
、
こ
れ

か
ら
の
学
校
生
活
へ
の
期
待
と

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
も
の

で
し
た
。

　

式
後
、
お
祝
い
会
食
、
写
真

撮
影
、
親
子
Ｌ
Ｈ
Ｒ
な
ど
が
行

わ
れ
、
本
校
生
徒
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

来
賓
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

四
月
八
日（
土
）

か
ら
の
二
泊
三
日
、

中
学
校
と
高
等
学

校
の
新
入
生
が

「
か
す
が
の
森
」で

の
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
参
加

し
ま
し
た
。
入
学

式
か
ら
わ
ず
か
五

日
目
。
新
た
な
友

人
関
係
も
構
築
さ

れ
て
い
な
い
状
況

で
の
宿
泊
学
習
は
、

生
徒
た
ち
に
と
っ

て
不
安
と
緊
張
の

連
続
…
と
思
い
き
や
往
路
の
バ

ス
内
か
ら
和
気
藹
々
と
し
た
雰

囲
気
で
し
た
。

　

中
高
別
の
国
語
・
数
学
・
英
語

の
各
講
座
で
具
体
的
な
学
習
の

仕
方
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
目
標
や
課
題
が
明
確
に
な

っ
た
せ
い
か
、自
主
学
習
時
間

や
夜
の
延
長
学
習
時
間
に
意

欲
的
に
学
習
に
取
り
組
む
姿

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、学

習
の
合
間
に
は
、エ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
を
学
び
、新
し
い
仲
間

作
り
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

　

校
長
先
生
か
ら
は
、私
た
ち

の
憲
章
等
を
確
認
し
な
が
ら
、

挨
拶
や
身
だ
し
な
み
な
ど
の

基
本
と
聖
徳
生
と
し
て
の
心

構
え
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り

ま
し
た
。
聖
徳
生
と
し
て
の
誇

り
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
け
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
学
ん
だ
多
く

の
こ
と
を
学
校
生
活
で
ど
れ
だ

け
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、こ
の
こ
と
が「
夢
の
実
現
」

に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
こ
と

を
自
覚
し
、こ
れ
か
ら
始
ま
る

取
手
聖
徳
で
の
生
活
を
有
意
義

な
も
の
に
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
「
一
年
生
は
、
初
め
て
の
明

和
班
で
ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
と

思
う
の
で
、
自
分
か
ら
声
を
か

け
て
あ
げ
る
と
、
自
然
に
仲
良

く
な
る
よ
」

　

こ
の
言
葉
は
、
私
が
聖
徳
小

に
通
っ
て
い
た
頃
に
、
明
和
班

で
一
緒
で
あ
っ
た
班
長
さ
ん
か

ら
引
き
継
い
だ「
班
長
の
心
」に

書
い
て
あ
っ
た
言
葉
で
す
。「
班

長
の
心
」を
引
き
継
い
だ
新
六

年
生
を
中
心
と
し
て
、
新
し
い

明
和
班
の
活
動
が
い
よ
い
よ
始

ま
り
ま
す
。
そ
の
ス
タ
ー
ト
が
、 「

一
年
生
を
迎
え
る
集
会
」と
、

ひ
き
続
き
行
わ
れ
る「
明
和
班

顔
合
わ
せ
集
会
」の
二
つ
の
全

校
集
会
で
す
。

　

集
会
当
日
の
朝
、ワ
ク
ワ
ク

と
ド
キ
ド
キ
の
表
情
を
浮
か
べ

た
一
年
生
の
も
と
へ
、
上
級
生

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
優
し
く
声

を
か
け
、
明
和
班
へ
と
迎
え
入

れ
ま
す
。
緊
張
し
て
い
た
一
年

生
も
優
し
い
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
に
優
し
く
し
て
も
ら
い
、

楽
し
そ
う
に
お
話
し
し
て
い
ま

し
た
。
聖
徳
小
の
子
ど
も
た
ち

が
、
自
ら
下
級
生
の
お
世
話
を

で
き
る
の
は
、
自
分
た
ち
も
同

じ
よ
う
に
温
か
く
迎
え
入
れ
ら

れ
た
経
験
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
伝
統
が
時
代

を
超
え
て
今
で
も
引
き
継
が
れ

て
い
る
こ
と
が
、
聖
徳
小
の
誇

り
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

は
じ
ま
り
の
一
歩
を
自
ら
の

力
で
踏
み
出
し
た
子
ど
も
た
ち
。

さ
ぁ
、
新
し
い
一
年
の
始
ま
り

で
す
。　
　
（
教
諭　

三
尾 

茜
）

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

明和班顔合わせ集会

1年生を迎える集会

「
は
じ
ま
り
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
」

入 学 式聖
徳
生
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
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聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

四
月
十
一
日（
火
）「
対
面
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
入

園
し
た
園
児
達
が
登
園
し
た
の

は
こ
の
日
で
四
日
目
。
少
し
ず

つ
幼
稚
園
に
慣
れ
笑
顔
が
見
ら

れ
る
園
児
や
涙
を
流
し
な
が
ら

泣
い
て
い
る
園
児
が
い
る
中
で
、

新
入
園
児
、
進
級
園
児
勢
揃
い

し
、
初
顔
合
わ
せ
と
な
る
対
面

式
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

園
長
が「
名
札
の
色
が
変
わ

っ
て
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

に
な
っ
た
お
友
達
」と
の
問
い

か
け
に
真
っ
先
に
反
応
し
た
進

級
園
児
達
。
そ
し
て「
元
気
に
幼

稚
園
に
来
た
お
友
達
」「
に
こ
に

こ
笑
顔
の
お
友
達
」と
問
わ
れ

る
と
次
第
に
新
入
園
児
達
も
耳

を
傾
け
る
よ
う
に
な
り
、
元
気

な
返
事
と
共
に
手
を
挙
げ
る
園

児
達
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
先

生
や
友
達
と
一
緒
に“
犬
の
お

ま
わ
り
さ
ん
”を
歌
っ

た
り“
ア
ン
パ
ン
マ
ン
”

の
手
遊
び
を
し
た
り
し

て
楽
し
く
過
ご
し
て
い

る
う
ち
に
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
不
安
だ
っ
た
顔
か
ら
、

明
る
い
笑
い
声
と
笑
顔

が
広
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

い
よ
い
よ「
せ
い
と

く
っ
子
」が
全
員
揃
っ

て
、
本
格
的
に
幼
稚
園

生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

一
日
で
も
早
く
、
園
児

や
そ
の
保
護
者
の
皆
様

に
と
っ
て
安
心
し
て
楽

し
い
日
々
を
過
ご
せ
る

よ
う
、
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。「
い
つ
も
に
こ
に

こ
元
気
な
子
ど
も
」の

具
現
化
の
た
め
に
、
ま

ず
は
笑
顔
で
元
気
に
挨
拶
運
動

か
ら
。
教
職
員
一
丸
と
な
り
毎

日
園
児
達
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
は
、
年
六
回
の
防

災
訓
練
を
計
画
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
地
震
や
火
災
を
想
定
し

て
、
各
災
害
で
の
避
難
方
法
や

身
の
守
り
方
が
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

最
初
の
訓
練
は
、
地
震
を
想

定
し
て
行
い
、
非
常
サ
イ
レ
ン

と
放
送
が
入
る
と
、
教
師
の
側

に
集
ま
り
、
頭
を
押
さ
え
小
さ

く
な
っ
て
身
を
守
る
練
習
を
し

ま
し
た
。
最
初
は
防
災
帽
子
が

被
れ
ず
に
慌
て
て
し
ま
う
三
歳

児
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
訓

練
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
一
人

で
被
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

園
児
達
は
、
進
ん
で
机
の
下
に

避
難
し
、ハ
ン
カ
チ
で
口
を
押

さ
え
、「
お
か
し
も
ち
ぽ
」の
約

束（
お
さ
な
い
・
か
け
な
い
・

し
ゃ
べ
ら
な
い
・
も
ど
ら
な
い
・

ち
か
づ
か
な
い
・
ポ
ケ
ッ
ト
に

手
を
入
れ
な
い
）
の
意
味
も

し
っ
か
り
理
解
し
て
訓
練
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
為
に
、
起
震
車

を
見
学
し
実
際
の
揺

れ
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
ど
の
よ
う
に

身
を
守
れ
ば
よ
い
の

か
を
子
ど
も
達
自
身

で
感
じ
、
身
に
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
体
験

し
ま
す
。
年
長
児
が

実
際
に
起
震
車
に
乗

せ
て
い
た
だ
い
て
地

震
の
恐
ろ
し
さ
を
体

感
で
き
、
と
て
も
よ

い
経
験
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　

火
災
を
想
定
し
た

訓
練
で
は
発
煙
筒
を

焚
い
て
、
実
際
の
煙

の
流
れ
を
見
て
学
び
、

煙
の
恐
ろ
し
さ
を
理
解
し
て
、

煙
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
ハ
ン
カ

チ
で
口
を
押
さ
え
小
さ
く
な
っ

て
避
難
す
る
事
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
す
。
消
防
署
の

方
に
も
ご
来
園
い
た
だ
い
て
訓

練
の
様
子
に
つ
い
て
の
お
話
を

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
消
防

車
の
見
学
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

一
学
期
に
は
保
護
者
の
方
に

も
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

「
引
き
取
り
訓
練
」を
行
い
、
災

害
時
に
は
お
迎
え
が
困
難
に
な

る
事
を
想
定
し
て
幼
稚
園
ま
で

ど
の
よ
う
に
迎
え
に
来
る
か
の

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
護

者
の
方
に
は
消
防
署
の
方
か
ら

三
角
巾
を
使
っ
た
応
急
処
置
を

学
び
、
今
年
度
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
も
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
職
員
も
、
消
火
訓
練
や
通
報

訓
練
、
応
急
処
置
等
を
消
防
署

の
方
か
ら
直
接
ご
指
導
い
た
だ

き
、
災
害
時
に
子
ど
も
達
の
安

全
を
守
れ
る
よ
う
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
子
ど
も
達
自
身
が
災

害
時
の
身
の
守
り
方
が
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
幼
稚
園
で

は
防
災
訓
練
を
と
て
も
大
切
に

考
え
、
行
っ
て
い
ま
す
。

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

み
ん
な
で
遊
び
ま
し
ょ
う

― 
親
子
親
睦
会 

―

預
か
り
保
育

（
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
）

防
災
訓
練

　

幼
稚
園
で
は
年
に
３
回
の
保

育
参
観
の
他
に
、
入
園
・
進
級
し

て
新
し
い
生
活
に
慣
れ
て
き
た

頃
に「
親
子
親
睦
会
」を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
は
保
護

者
の
方
と
幼
稚
園
で
遊
べ
る
こ

の
日
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
て
、
親
睦
会
の
日
が
近
づ
く

と
、「
今
日
は
お
母
さ
ん
遊
び
に

来
る
日
？
」と
毎
日
確
認
し
、
心

待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
親
睦
会
は
保
護
者
の
方

と
遊
ぶ
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

ク
ラ
ス
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
ど
の

ク
ラ
ス
も
ま
ず
は
ゲ
ー
ム
形
式

で
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
こ

の
自
己
紹
介
で
子
ど
も
達
は
も

ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
方
も
今
ま

で
話
し
た
こ
と
の
な
い
方
と
話

す
こ
と
が
出
来
、
親
子
共
に
新

し
い
友
達
作
り
の
機
会
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
は
動
物

の
お
面
を
つ
け
て
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
人
数
集
め
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。
は
じ
め
は

緊
張
し
て
い
た

ク
ラ
ス
の
雰
囲

気
も
会
が
終
る

こ
ろ
に
は
す
っ

か
り
和
ん
で
い

ま
し
た
。

　

新
入
園
児
に

と
っ
て
は
は
じ

め
て
の
幼
稚
園

生
活
、
進
級
園

児
に
と
っ
て
も

新
し
い
ク
ラ
ス

で
の
生
活
で
子

ど
も
の
様
子
を

心
配
し
て
い
る

保
護
者
も
多
い

時
期
で
す
が
、

保
護
者
に
幼
稚
園
で
先
生
や
、

お
友
達
と
関
わ
っ
て
過
ご
し
て

い
る
様
子
を
見
て
頂
く
こ
と
が

出
来
、
保
護
者
の
方
の
不
安
を

取
り
除
く
こ
と
が
出
来
た
よ
う

で
す
。

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

　

附
属
四
園
で
は
、
朝
七
時
か

ら
夜
七
時
ま
で
園
児
を
預
か
り

保
育
す
る「
預
か
り
保
育

（
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
）」を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
日

曜
日
や
祝
日
、
年
末
年
始

以
外
は
ほ
ぼ
毎
日
実
施

し
て
お
り
、
利
用
者
も

年
々
多
く
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
利
用
理
由
と

し
て
は
、
課
外
教
室
が
始

ま
る
ま
で
の
待
ち
時
間

や
、
母
親
の
仕
事
の
た
め
、

保
護
者
自
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
と
い
う
理
由
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　

通
常
保
育
後
、
預
か
り

保
育
の
保
育
室
に
園
児

が
集
ま
り
、
名
前
を
呼
び
、

預
か
り
保
育
の
開
始
で

す
。
午
前
保
育
の
時
は
み

ん
な
で
お
弁
当
を
食
べ
ま

す
。
初
め
は
慣
れ
て
い
る
ク
ラ

ス
と
は
違
う
環
境
に
泣
い
て
し

ま
う
園
児
も
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
慣
れ
、
笑
顔
で
過
ご
せ

る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
園
庭
で
自
由
に
遊
ん

だ
り
、
保
育
室
で
絵
を
描
い
た

り
、パ
ズ
ル
を
し
た
り
、
年
長
児

が
年
少
児
に
遊
び
を
教
え
る
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
遊
び

疲
れ
て
し
ま
い
眠
っ
て
し
ま
う

園
児
も
お
り
、
そ
の
場
合
は
ゆ

っ
く
り
安
全
に
寝
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う

職
員
室
に
ベ
ッ
ド
も

準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
幼
稚

園
と
保
護
者
と
の
連

絡
ツ
ー
ル「
れ
ん
ら

く
ア
プ
リ
」を
利
用

し
、
預
か
り
保
育
の

申
し
込
み
も
ネ
ッ
ト

で
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

園
児
が
安
全
で
楽

し
く
過
ご
せ
る
環
境
、

保
護
者
が
利
用
し
や

す
い
環
境
を
考
え
、

今
後
も
充
実
し
た
預

か
り
保
育
を
展
開
で

き
る
よ
う
に
し
て
ま

い
り
ま
す
。

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

ミニカーなどで楽しく遊びます

みんなが遊戯室に集まりました。

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

始
め
て
の
保
育
参
観

　

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

は
、
四
月
四
日（
火
）
の
平
成

二
十
九
年
度
入
園
式
・
進
級
式

か
ら
二
週
間
後
の
十
八
日（
火
）

に
、
今
年
度
初
め
て
の
保
育
参

観
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
園

児
は
、
幼
稚
園
で
の
生
活
に
慣

れ
始
め
、
自
分
の
好
き
な
遊
び

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
保
護
者
の

方
は
、
幼
稚
園
で
泣
い
て
い
な

い
か
？　
遊
ん
で
い
る
の
か
？

と
少
し
不
安
な
気
持
ち
を

抱
え
な
が
ら
も
、
幼
稚
園

で
過
ご
す
我
が
子
の
姿
を

楽
し
み
に
し
て
保
育
室
に

入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

満
三
歳
児
パ
ン
ダ
組
と

三
歳
児
桜
組
は
、
歌
を
歌

っ
た
り
、
絵
本
を
読
ん
で

も
ら
っ
た
り
と
日
常
の
保

育
の
様
子
を
見
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
母
様
を
見

て
泣
い
て
し
ま
っ
た
り
、

傍
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
園

児
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
保
護
者
の
方
と
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
し
て
楽
し

く
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

四
歳
児
梅
組
と
五
歳
児
松
組

は
、
自
分
の
名
前
や
好
き
な
も

の
の
発
表
を
し
ま
し
た
。
自
分

の
言
葉
で
発
表
す
る
姿
に
成
長

を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
歳
児
松
組
は
、
給

食
の
試
食
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

本
園
で
は
正
し
い
箸
使
い
百
％

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
松
組
は
、

ほ
と
ん
ど
の
園
児
が
正
し
く
箸

を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
た
め
、

ご
家
庭
で
の
協
力
を
得
ら
れ
る

よ
う
正
し
い
箸
使
い
を
保
護
者

の
方
と
確
認
し
た
後
に
、
美
味

し
く
給
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
度
も
園
児
達

が「
い
つ
も
に
こ
に
こ
元
気
な

子
ど
も
」に
な
る
よ
う
保
育
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

出席調べ「誰がお休みかな？」

「
み
な
さ
ん

は
じ
め
ま
し
て
」

対
面
式
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学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

17.6.1 re（17,5）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ　第90号
発行人／川並 弘純　　編集／総務課

読者の声

セ イト クの派 遣 会 社 だ か ら安心
派 遣 登 録 募 集 中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

 学生・教職員
５,8００円〜

 卒業生・家族・同伴者
８,6００円〜

〈ご利用料金〉

● 開催日：平成29年7月29日（土）　● 場所：しなの鉄道御代田駅前広場、竜神の杜公園　● 時間：正午〜午後9時

　聖徳太子の父「用明天皇」の勅願によって創建された、古刹「真

楽寺」大沼の池に伝わる用賀三郎伝説をモチーフに、全長45メート

ルの親龍と全長21メートルの中龍「舞姫」が龍神太鼓・銅鑼・爆竹

の鳴り響く中、火を吹きながら舞い踊る勇壮なまつりです。親龍・

中龍の競演、龍神太鼓「鼓響」の演奏、舞踏流し、花火打ち上げ、や

まゆり展示など、多くのイベントをお楽しみいただけます。

佐久市内イベント情報　 第45回  信州・御代田　龍神まつり

一般9,400円〜のところ
（1泊2食）

■ 聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子） ●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

デイキャンパス

ナイトキャンパスツアー

ショートキャンパス

学校説明会

音楽科・音楽コース説明会 部活動見学会

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

※詳細につきましては、各校にお問い合わせください。
学校説明会関係行事のご案内

全
体
会

分
科
会7月22日（土）SEITOKU夏期保育大学第50回 開催

平成29年7月22日（土） 10時〜
聖徳大学松戸キャンパス（松戸駅東口徒歩5分）
保育の新時代に向けて （通信生含む）
一般：5,000円 本学卒業生：4,000円　在学生：2,500円

　幼児教育の父倉橋惣三先生の保育原理に立つ
子ども中心の保育において遊び＝プレイフル・
アクティブ・ラーニングを通して子どもの社会性
や理性、感性が育つことをエビデンスに基づいて
提案させていただきます。
講師プロフィール：お茶の水女子大学名誉教授、十文字学園女子大学理事・特任教授。
お茶の水女子大学大学院修了、学術博士。専門は発達心理学、認知心理学、保育学。
お茶の水女子大学大学院教授、同子ども発達研究センター長、同文教育学部長、同理事、
副学長を経て現職。著書：『幼児心理学への招待　―　子どもの世界づくり』（サイエンス社、
2008年）、『世界の子育て格差　―　子どもの貧困は超えられるか』（金子書房、2012年）、

『0歳からのエデュケア　―　どの子も伸びる保育への誘い』（冨山房インターナショナル、
2015年）、『発達の心理　―　ことばの獲得と学び』（サイエンス社、2017年）ほか多数。

平成29年度 大学・短期大学部／後援会・保護者会 開催日程

　夏の伝統行事は今年で50回目を迎えます。今年は、発達心理学がご専門
の内田伸子先生に、ご講演いただきます。また、保育や幼児教育に役立つ
14テーマの分科会をご用意いたしました。
　皆様のご参加を心よりお待ちいたしております。

資料請求
・

お問い合わせ 

総合テーマを掘り下げる、二つの分科会

幼稚園の現場で

保育所（園）の現場で

子どもの発達と心理 

〒271-0092　千葉県松戸市松戸1169 聖徳大学生涯学習社会貢献センター1階　
 聖徳大学生涯学習課　Tel. 047-365-3601（直通） URL http: //www.seitoku. jp/soa/検索

▶6月11日［日］
　10：00〜15：00

▶7月30日［日］

▶9月17日［日］
　10：00〜

第4回
▶6月17日［土］14：00〜

第1回
▶6月22日［木］18：30〜

第3回
▶6月4日［日］10：00〜

第5回
▶7月15日［土］14：00〜

第4回
▶7月2日［日］10：00〜

第6回
▶8月3日［木］10：00〜

第5回
▶8月8日［火］10：00〜

第7回
▶8月19日［土］10：00〜

第6回
▶8月26日［土］10：00〜

▶7月9日［日］
　10：00〜15：00

▶8月18日［金］
（※時間はホームページで公開します）

▶6月17日［土］9：30〜

▶7月22日［土］9：30〜

▶6月17日［土］13：30〜 ▶7月9日［日］9：30〜

▶7月1日［土］9：30〜

▶8月5日［土］9：30〜 ▶8月20日［日］9：30〜

▶10月22日［日］
　10：00〜

▶7月23日［日］
　10：00〜15：00

▶8月5日［土］
　10：00〜15：00

▶8月27日［日］
　10：00〜15：00

▶7月30日［日］

大学院入学説明会（松戸キャンパス）

入学説明会（松戸キャンパス）

学校説明会 初来校者向けイベント
川並校長による学校紹介

高等学校音楽科説明会

▶7月17日［月・祝］ 9：30〜 ▶8月26日［土］ 9：30〜

学校説明会 わくわくオープンスクール

▶6月24日［土］ 9：30〜
▶6月24日［土］ 
　9：00〜9：30 ▶6月10日［土］ 9：30〜

▶6月24日［土］ 9：30〜

▶6月18日［日］ 9：00〜12：00 ▶7月23日［日］ 9：00〜12：00 ▶8月20日［日］ 9：00〜12：00

▶7月8日［土］ 13：00〜15：30

▶6月25日［日］ 13：00〜15：30 ▶7月23日［日］ 13：00〜15：30

東京 ▶6月11日［日］ 11：00〜15：00 東京国際フォーラム
札幌 ▶6月17日［土］ 13：00〜16：00 札幌グランドホテル
大宮 ▶6月18日［日］ 11：00〜15：00 大宮ソニックシティ
つくば ▶6月24日［土］ 11：30〜14：30 イーアスつくば
那覇 ▶6月25日［日］ 11：00〜14：30 ホテルロイヤルオリオン
横浜 ▶7月1日［土］ 11：00〜15：00 AP横浜駅西口

静岡 ▶7月2日［日］ 11：00〜14：00 JR静岡駅ビルパルシェ
東京 ▶7月2日［日］ 11：00〜15：00 東京国際フォーラム
千葉 ▶7月15日［土］ 11：30〜15：00 京葉銀行文化プラザ
新潟 ▶7月16日［日］ 11：00〜14：30 ホテルオークラ新潟
立川 ▶7月29日［土］ 12：00〜15：00 立川グランドホテル
仙台 ▶8月2日［水］ 11：00〜14：30 TKPガーデンシティ仙台
東京 ▶8月6日［日］ 11：00〜15：00 東京国際フォーラム

那覇 ▶6月25日［日］ 11：00〜14：30 ホテルロイヤルオリオン
新潟 ▶7月16日［日］ 11：00〜14：30 ホテルオークラ新潟
仙台 ▶8月2日［水］ 11：00〜14：30 TKPガーデンシティ仙台

（看護学部のみ対象）

要予約（Webより）要予約（Webより）

子ども中心の保育の真
しん

諦
たい

～遊びを通して子どもは伸びる～
講演 講師

10時20分
▼

12時00分

13時15分
▼

16時00分

● 日　時 ：
● 場　所 ：
● テーマ ：
● 受講料 ：

保育や幼児教育に役立つ 14 の分科会からお選びいただけます。

幼児の安全な遊びと生活を考える

保育の新時代と新幼稚園教育要領・保育所保育指針等

遊びは学び～具体的な遊びの場面を通して～

0・1・2歳児の発達と保育 ～多様化するニーズに応えて／異文化背景を持つ家族の支援～

創造性を育む造形遊び ―カラフルスティックを使って―

楽しく歌って響く声に！～子どもと保育者のための発声法～

“やわらかな感性を育む”～手あそび・歌あそび・絵本あそび～

やさしい子どもの身体表現～わらべうたを中心として～

新時代の子どもの保健

諸外国の保育新時代～幼児の学びの記録と報告を巡って～

「みんなで育つ」１０のヒント ―「気になる子」と共に―

0・1・2歳児の発達と保育 ～多様化するニーズに応えて／小さな子どもとメディア～

負けず嫌いな子どもの心理

信頼関係を築くためのコミュニケーション力を磨こう

講師 重安 智子

講師 古川 寿子

講師 古川 由紀子／鳥居 三千代

講師 岩﨑 淳子 ／ 金 志

講師 北沢 昌代

講師 春日 保人

講師 柳澤 邦子 ／ 柗村 裕子

講師 安広 美智子 ／ 岸田 眞弓

講師 小櫃 芳江 ／ 初鹿 静江

講師 椨 瑞希子

講師 腰川 一惠 ／ 髙橋 かほる

講師 佐藤 賢一郎

講師 鈴木 由美

講師 沢崎 真史

①
分科会

③
分科会

⑤
分科会

⑦
分科会

⑨
分科会

⑪
分科会

⑬
分科会

⑩
分科会

⑫
分科会

⑭
分科会

美
術

音
楽

表
現

運
動

保
健

②
分科会

④
分科会

⑥
分科会

⑧
分科会

・ 6月17日（土） 13：00 北海道支部総会・保護者会 札幌グランドホテル
・ 8月27日（日） 10：30 静岡県支部総会・保護者会 静岡・ホテルアソシア静岡
・ 9月10日（日） 10：30 新潟地区支部総会・保護者会 長岡・ニューオータニ長岡
・ 9月17日（日） 10：30 東北（南）支部総会・保護者会 郡山・ビューホテルアネックス
・ 10月1日（日） 10：30 甲信地区支部総会・保護者会 甲府・ホテル談露館
   茨城県支部総会・保護者会・ 10月15日（日） 10：30  聖徳大学松戸キャンパス
   東京地区支部総会・保護者会
・ 10月22日（日） 10：30 東北（北）支部総会・保護者会 盛岡・ホテルニューカリーナ
・ 10月29日（日） 10：30 九州・沖縄地区支部総会・保護者会 那覇・ダブルツリーbyヒルトン那覇首里城
・ 11月19日（日） 10：30 北関東支部総会・保護者会 大宮・JA共済埼玉ビル
・ 11月26日（日） 10：30 千葉県支部総会・保護者会 聖徳大学松戸キャンパス

詳細はホームページでご確認ください。
山中湖ガーデンヴィラ 　　　　　

http : //www.yamanakako-garden. com
インターネット宿泊予約受付中

　山中湖は真夏も過ごしやすい日々が続きます。
湖畔でのアクティビティーに加え、サマーイベントも
盛り沢山。富士山登山にも最適です。避暑地の休日
をぜひ山中湖ガーデンヴィラでお過ごしください。

学園料金 1泊2食　大人6,750円〜
 （10名以上グループプランは6,250円～）

山梨県南都留郡山中湖村平野506
TEL.0555-62-3111

検 索 ▲

山中湖ガーデンヴィラ森と湖のヒーリングリゾート

内
うち

田
だ

 伸
のぶ

子
こ

 先生

入学説明会【学外】

ミニオープンキャンパス

児童・保育イベント看護学部

長野県佐久市春日2258-1
信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

ご予約・お問い合わせ  電話：0267-52-2111
http ://www.kasuganomori.com/

期間限定オープン

7／10～9月末日
のご宿泊まで

http ://www.seitoku. jp/shogaku/


